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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
何
卒
富
山
市
農
業
協
同
組
合
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す



令
和
四
年
　
年
頭
の
ご
挨
拶

2

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
と
共
に
清
々
し
い
新
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
月
の
大
雪
に
よ
り
北
陸
地
方
を
中
心
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
農
作
業
場
の

損
壊
等
、
農
業
に
つ
い
て
も
多
数
の
被
害
が
発
生
し
自
然
の
脅

威
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
年
遅
れ
で

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が
あ
っ
た

も
の
の
、
令
和
二
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
な
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の

減
少
や
度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
等
の
発
令
に
よ
る
外
出
・
営
業

活
動
の
自
粛
に
よ
り
、
経
済
の
冷
え
込
み
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
を
め
ぐ
る
情
勢
に
お
き
ま
し
て
は
、
令
和
三

年
産
米
の
全
国
で
の
作
柄
状
況
は
101
の
平
年
並
み
、
収
穫
量

は
七
百
一
万
ト
ン
と
な
り
、
主
食
用
米
の
需
要
に
つ
い
て
は

七
百
万
ト
ン
を
下
回
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
二
年

か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
コ
メ
の
消
費
減
退
を
受
け
た
在
庫
量

の
増
大
と
併
せ
て
、
需
給
に
つ
い
て
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
令
和
三

年
十
一
月
に
「
第
四
十
八
回
Ｊ
Ａ
富
山
県
大
会
」
を
開
催
し

「
持
続
可
能
な
富
山
県
の
農
業
の
確
立
と
地
域
の
活
性
化
」
を

採
択
し
、
四
つ
の
目
標
と
し
て
「
持
続
可
能
な
食
料
・
農
業
基

盤
の
確
立
」、「
持
続
可
能
な
組
織
・
事
業
基
盤
の
確
立
と

地
域
の
活
性
化
」、「
不
断
の
自
己
改
革
の
実
践
を
支
え
る

経
営
基
盤
の
強
化
」、「
食
・
農
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
に
係
る
理

解
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
」
を
掲
げ
「
農
業
者

の
所
得
増
大
」
及
び
「
地
域
活
性
化
」
へ
の
取
組
み
を
引

き
続
き
行
い
自
己
改
革
の
確
実
な
実
践
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
の
一
環
と
し
て
、
令
和
三
年
六
月

に
農
産
物
直
売
所
ま
ん
な
か
市
場
の
増
床
を
行
い
、
売
り

場
面
積
を
約
二
倍
ま
で
拡
大
し
、
地
産
地
消
の
中
核
的
な

施
設
と
し
て
、
末
永
く
皆
様
に
愛
さ
れ
る
店
に
し
た
い
と

存
じ
ま
す

　

ま
た
、
令
和
三
年
産
米
に
つ
い
て
は
上
位
等
級
比
率
が

95
％
と
、
近
年
で
最
高
の
上
位
等
級
比
率
と
な
り
、
天
候

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
組
合
員
の
皆
様

に
よ
る
日
頃
の
水
管
理
の
徹
底
や
土
づ
く
り
資
材
に
よ
る

土
壌
改
良
等
が
品
質
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
の
管
理
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
方
、
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
後
期
高
齢
者
と
な
る

「
二
〇
二
五
年
問
題
」
が
間
近
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
社

会
構
造
や
体
制
が
大
き
な
分
岐
点
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、

今
か
ら
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
組
合
員
の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た

体
制
を
整
え
る
と
共
に
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
普
及
を
は

じ
め
、
作
業
の
省
力
化
や
自
動
化
に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
支
援
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
昨
年
同
様
、
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と

共
に
、
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

富
山
市
農
協
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎
え

の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
中
は
青
年
部
活
動
に
対
し
、
多
大
な
御
支
援
と
御
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
行
動
規
制
が
緩
和
さ
れ

て
き
た
も
の
の
、
令
和
二
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト

等
が
思
う
よ
う
に
開
催
で
き
ず
、
農
協
並
び
に
関
係
組
織
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
組
織
運
営
に
苦
慮
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
青
年
部
も
な
か
な
か
集
ま
れ
な
い
状
況
の
中
で
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
野
菜
作
り
は
昨
年
ま
で
と
同
じ
く
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
栽
培
技
術
の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

行
動
規
制
が
緩
和
さ
れ
は
じ
め
た
秋
頃
か
ら
、
以
前
作
成
し
た
「
ポ
リ
シ

ー
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
は
じ
め
、
多
く
の
農
業

課
題
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
一
つ
で
も
解
決
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
進
歩
を
続
け
る
農
業
技
術
の
発
展
に
遅
れ
な
い
よ
う
研
鑽
を
続
け
、

地
域
農
業
を
牽
引
で
き
る
組
織
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
富
山
市
農
協
並
び
に
組
合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

中
川
俊
昭

代
表
理
事
組
合
長

愛 

場
　 

収

青
年
部
委
員
長



 

名簿に関しては省略させて頂きます。 



各優良生産者表彰令和３年度

優良生産者の皆様

第42回　優良組織・優良生産者表彰（敬称略）
優 良 生 産 者 被 表 彰 者 の 方 々

南　

支　

店

太 田 地 区 中 島 進 一

新 保 地 区 中 山 　 隆

熊 野 地 区 熊 田 重 勝

月 岡 地 区 岡 上 　 隆

中
央
支
店

蜷 川 地 区 高 稲 　 保

堀 川 地 区 上 野 正 憲

山 室 地 区 北 岡 久 枝 ※優良組織は該当ありませんでした。

（左）農事組合法人 秋ケ島つばさ会 様
（右）河原　玲子 様

おめでとうございます

第56回　農産物品評会受賞者名簿（敬称略）

中央青果社長賞 全農富山県本部賞 市農業振興会長賞 市　長　賞 組　合　長　賞
特
賞
名

ミ
ニ
ト
マ
ト

ネ

ギ

キ
ャ
ベ
ツ

里

芋

白

菜

玄
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

か

ぶ

大

根

（
10
㎏
）

大

根

甘

藷

大

根

玄
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

ネ

ギ

里

芋

玄
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

品
　
　
目

山
室

太
田

太
田

山
室

新
保

蜷
川

太
田

太
田

堀
川

堀
川

太
田

熊
野

太
田

新
保

太
田

地 

区

杉
田
友
幸

石
川
ミ
チ

㈱
中
田
農
園

西
野
良
蔵

高
安
重
範

㈱
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
フ
ァ
ー
ム

石
川
ミ
チ

石
川
ミ
チ

福
田　

勲

福
田　

勲

石
川
ミ
チ

㈲

耕

和

河
原
玲
子

農
事
組
合
法
人

秋
ヶ
島
つ
ば
さ
会

大
浦
清
貴

氏
　
　
名

令和３年12月８日（水）富山市農協本店、３階会議室にて表彰式を執り行いました。

第48回　JA富山県大会優良生産者表彰

第56回　農産物品評会　組合長賞受賞の方々

令和３年11月19日（金）に農産物品評会を開催し、その翌日の
11月20日（土）に展示即売会を行いました。

品評会の様子

即売会の様子

（左）南 支 店　太田地区　中田 貴之 様
（右）中央支店　蜷川地区　若林 佳晃 様
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令
和
３
年
12
月
14
日
（
火
）
Ｊ
Ａ
富
山
市
本
店
に
て
、

令
和
４
年
産
「
富
富
富
」
栽
培
に
向
け
た
説
明
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
産
米
の
特
徴
と
し
て
は
、
品
質
は
整
粒
歩

合
が
高
く
品
質
が
良
好
で
し
た
が
、
蛋
白
含
有
率
が
高

い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。
施
肥
量
が
多
い
と
蛋
白
含
有

率
が
高
く
な
り
食
味
が
落
ち
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、

令
和
４
年
産
に
向
け
て
肥
料
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
２
割
減
、

確
実
な
中
干
し
、
栽
植
密
度
70
株
／
坪
を
徹
底
す
る
等

更
な
る
高
品
質
米
の
生
育
方
法
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
富
山
市
と
し
ま
し
て
も
、
高
品
質
米
の
生
育
を

目
指
し
生
産
者
の
皆
様
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
12
月
13
日

（
月
）、
Ｊ
Ａ
富
山
市
中

央
支
店
に
て
富
山
南
警

察
署
生
活
安
全
課
に
よ

る
ご
指
導
・
ご
協
力
の

も
と
、
強
盗
犯
を
想
定

し
た
防
犯
訓
練
を
実
施

致
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
警
察

署
員
が
強
盗
犯
に
扮
し
、

ナ
イ
フ
を
用
い
て
窓
口
の
職
員
を
脅
し
た
の
ち
現
金
を

奪
い
逃
走
す
る
と
い
う
想
定
で
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
支
店
職
員
が
通
報
係
や
追
跡
係
と
い
っ

た
役
割
分
担
を
し
、
警
察
署
員
へ
迅
速
に
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、

同
署
生
活
安
全
課
の

猪
俣
課
長
よ
り
講
評

を
受
け
、
強
盗
事
件

発
生
時
は
全
員
の
安

全
を
第
一
に
考
え
た

対
応
や
、
防
犯
体
制

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
11
月
16
日
（
火
）、
富
山
市
役
所
に
て

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

　
富
山
市
優
良
農
林
漁
業
者
表
彰

農林漁業優良生産部門（水田営農の部）
岡上　隆　様

犯人への対応

警察官への情報伝達

受
賞
お
め
で
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す

5
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取扱期間：2022年３月末まで

アグリマイティー資金（米価対策災害緊急資金）

ご利用いただける方……　当JAの組合員（正組合員、准組合員）の方、一定の条件を満たす集落営農組織等
お使いみち………………　新型コロナウイルス感染症により生産および販売数量の減少、販売単価の下落が生じた
　　　　　　　　　　　　農畜産物等の運転資金（肥料・農薬・飼料・資材の購入費等)
ご融資条件………………　①貸出方式：証書貸付
　　　　　　　　　　　　②借入金額：500万円以内
　　　　　　　　　　　　③借入期間：最長５年以内（うち据置期間２年以内）
　　　　　　　　　　　　④借入金利：0.5％（固定金利）
　　　　　　　　　　　　⑤取扱期間：2022年３月31日実行分まで
　　　　　　　　　　　　⑥担保および保証：富山県農業信用基金協会の保証を付します。
　　　　　　　　　　　　　ただし、借入期間１年以内の貸付に対しては任意とします。 
お申込み時の留意点……　・お申込みに際しては、当JAにおいて所定の審査をさせていただきます。審査の結果に
　　　　　　　　　　　　　よってはご希望に添いかねる場合もございますので、予めご了承ください
　　　　　　　　　　　　・ご返済額の試算、資金の詳細、その他ご要望については当ＪＡの融資窓口まで
　　　　　　　　　　　　　お問い合わせください

新型コロナウイルス感染症により農業経営が悪化（米価下落を含む）した
農業者・農業法人が対象

実質金利負担
最長５年間

保証料負担
最長５年間

※１ お借入れから最長５年間、最大で0.5％までの借り入れ金利をJAバンクが助成いたします。
※２ お借入れから最長５年間、富山県農業信用基金協会の保証を利用される方に対し、JAバンクが0.5％の保証料を助成します。

営農販売課　TEL 076－428－1199　金 融 課　TEL 076－429－7501
南　支　店　TEL 076－428－1122　中央支店　TEL 076－425－2888

新型コロナウイルス感染症 の影響により
農業経営の悪化が生じた先の 運転資金

0%0%

ポイント
１

ポイント
２

ゼロ� ゼロ�
※１ ※２

（例）✓ 肥料・農薬・飼料・資材等の購入
　　　✓ 賃金の支払い　✓ 賃借料の支払い 等

お問い合わせ

JA富山市
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　新型コロナウイルス感染症の変異株の出現やワク

チン接種がスムーズにいかない等の不安な状況下、

健診機関を受診することで感染リスクが大きくなる

ことを心配し、人間ドックを受けるべきか検討され

た方も多いと思います。高岡・滑川両健康管理セン

ターではコロナウイルス感染者数が増加していた７

月頃まで受診者数は少なく、オリンピック以降は回

復傾向ではありますが、前年よりも両センター共に

まだまだ多くの方が未受診の状況です。全国でも新型コロナウイルス感染症の拡大で健康

診断を受診する人が減り問題になっています。いわゆる「健診控え」といわれ、病気の早

期発見の遅れ、さらにはがんと診断される人が減り、進行した状態でがんと診断される人

が増えています。日本対がん協会などが、全国のがん治療施設を対象に胃、肺、大腸、乳

房、子宮頚部の５つのがんを調査しました。回答した105施設の2019年と2020年にがん

と診断した件数について比較したところ、2020年のがん診断件数は８万660件で、2019

年より8,154件（9.2％）減り、手術件数も減ったことがわかりました。

　健康診断・人間ドックを受けることにより自身の健康状態を知ることができ、病気の早

期発見や早期治療につながります。厚生労働省からも「自覚症状が現れにくい、そんな病

気は少なくありません。だからこそ、定期的な健診で健康状態をしっかりチェック。自分

の体をしっかり知るのが、健康維持の第一歩です」というリーフレットもでています。

　がん患者のうち、４～６人に１人が、がん検診や健康診断がきっかけで発見されている

ことからコロナ禍でも健診や持病の治療は重要です。感染症が猛威をふるう中での受診控えや

行動制限はやむを得ない部分もありますが、治療が必要な病気やがんは待ってはくれません。

　健康管理センターでは入口・送迎バス乗車前にスタッフによる検温・問診を行っています。

また健診終了後、スタッフ全員で施設内の消毒、室内は扇風機も使用し常時窓を開け換気、

待合室の椅子の脚数を増やして３密回避など、感染防止に配慮した受診環境の確保に努め、

受診される方が安心して健診を受けることができる体制を整えています。尚、健診受診の

前には体温を測定するなど体調に問題がないことを確認して下さい。もし体調不良など症

状がある場合は、医療機関を受診し、症状が消失してから再度受診をお待ちしております。

不織布マスクを着用し、受診前後の手洗いなど感染対策をしっかりして健康診断・人間

ドックを受診しましょう。

厚生連からのお知らせ

Ｗith コロナ時代の健診・検診
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第９回定例理事会次第
と　き　令和３年11月26日（金）
　　　　午後１時30分
ところ　本 店 会 議 室協議事項

１）上半期仮決算監事監査指摘事項に関する回答
について

２）役員賠償責任保険継続加入（案）について
３）労働組合の要求について

2/10 ㈭・2/25 ㈮・3/25 ㈮
PM１：00～PM３：00

２・３月　税務相談日のご案内

第10回定例理事会次第
と　き　令和３年12月24日（金）
　　　　午後１時30分
ところ　本 店 会 議 室協議事項

１）役員選任のスケジュール（案）について
２）固定資産の取得（案）について（本店３階会議室設置）
３）㈲ジェイエーとやまサービスへの貸付（案）について
４）令和４年産米生産目標数量の状況と配分及び備蓄
米・加工用米の取組み（案）について
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